











　イブン = アラビー（Ibn al-ʿArabī；1165⊖1240）の思想を特徴づける文字
神秘主義（以下，文字論）の基礎がいかなる直観であるのか，直観に基礎
をおく思考は文字論の形をとっていかなる観念を探求しているのか，本研
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14）。意味と音声とのあいだにある本質的なつながり（un lien dʼessence 












































素の形相（al-ṣuwar al-ṭabīʿīyah wa al-ʿunṣurīyah）の中に遍在貫流していること
（sarayān）を見る。彼には，彼が真実在と同一に見えない形相はない。これが完璧
な知であり，神から啓示された法（al-šarāʾiʿ al-munzalah）がこれを我々にもたらす。
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